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5月5日の背比べ

鷲懸酸　類陵
、露盤1享雷撃

＊　今　月　の　税　金　英

国民健康保険税（I　期分）　6月1日まで

税金で　住みよい町づくり　完全納税に　御協力を



第266号　　　　　　　　　　　　　釘の範日印断（2）

昭和56年度新役員が決まりました。
（勝組数、世帯数は、昭和56年3月禾現在の教です）（空白は4月末現在未定）
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この広報は、5月15日までに各家庭に配布されましたでしょうか。
遅れてきた所がありましたら、役場（3）1234庶務課に御連絡下さい。

中
央
公
民
館
で
は
次
の
と
お
り
、
昭

和
5
6
年
度
の
和
裁
教
室
を
開
設
し
ま

す。▽
開
設
日
　
6
月
1
日
よ
り
毎
週
月
曜

日
（
9
時
0
0
分
－
1
5
時
）

1
2
回
コ
ー
ス

▽
場
　
所
　
中
央
公
民
館
和
室

▽
募
集
人
員
　
2
0
名

▽
鶉
　
師
　
長
谷
川
菊
江
先
生

▽
締
　
切
　
5
月
2
5
日
（
月
）
ま
で
。

申
込
多
数
の
場
合
は
抽
せ
ん
に
よ
り
決

定
い
た
し
ま
す
。
な
お
、
開
設
の
案
内

は
締
切
後
個
人
あ
て
通
知
致
し
ま
す
。

申
込
み
は
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課

へ
。
　
　
詔
話
（
3
）
1
3
5
5

軟
式
テ
ニ
ス
教
室
開
催

教
育
委
員
会
・
町
軟
式
庭
球
連
盟
の

共
催
で
テ
ニ
ス
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

初
心
者
中
心
で
基
礎
か
ら
学
べ
ま
す
の

で
、
皆
さ
ん
多
数
の
参
加
を
お
待
ち
致

し
ま
す
。

▽
日
　
時
　
5
月
1
7
日
・
2
4
日
・
3
1
日

6
月
7
日
・
1
4
日

1
3
時
－
1
5
時

▽
場
　
所
　
遠
賀
町
役
場
前
広
場



（3）鯛宙の紺　　　　　　　　　　　　　第縦号

昭和56年度二級建築士試験が、7月26日（学科試験）に行われます。
受付は5月11日－15日まで、県土木事務所建築課にて受付

昭
和
5
0
年
第
4
回
臨
時
議
会
が
4
月

1
3
日
招
集
さ
れ
、
3
讃
案
に
つ
い
て
会

期
一
日
間
を
も
っ
て
慎
重
に
審
議
し
た

結
果
、
い
ず
れ
も
原
案
ど
お
り
可
決
さ

れ
ま
し
た
。

提
出
韻
案
は
次
の
と
お
り
で
す
。

0
専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
こ
と
に

つ
い
て
　
　
　
　
　
原
案
承
認

（
処
分
事
項
）
　
遠
賀
町
税
条
例
の
一

部
改
正
に
つ
い
て

地
方
説
法
の
一
部
改
正
に
よ
り
、
町

税
条
例
中
、
個
人
の
住
民
税
の
均
等
割

の
非
課
税
基
準
の
引
き
上
げ
、
所
得
割

の
非
課
税
の
範
囲
の
新
設
、
住
民
税
法

人
均
等
割
の
税
率
適
用
区
分
の
改
正
、

新
築
住
宅
固
定
資
産
説
額
の
減
額
措
置

の
床
面
積
要
件
の
改
正
、
輯
自
動
車
税

の
月
割
諜
説
の
廃
止
及
び
砥
気
自
動
車

に
係
る
軽
減
措
置
の
適
用
期
限
の
延

長
、
特
別
土
地
保
有
税
の
改
正
、
た
ば

こ
消
費
税
の
特
例
措
置
の
廃
止
を
行
う

こ
と
の
改
正
で
す
。

○
遠
賀
町
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一

部
改
正
に
つ
い
て
　
　
　
原
案
可
決

国
民
健
康
保
険
説
の
減
額
措
歴
計
算

基
礎
額
の
引
き
上
げ
、
納
税
義
務
者
の

総
所
得
金
額
及
び
山
林
所
得
金
額
の
合

算
額
に
お
い
て
、
基
礎
控
除
額
を
二
十

二
万
円
か
ら
二
十
三
万
円
に
引
き
上

げ
、
基
礎
控
除
額
に
当
該
世
帯
に
属
す

る
国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者
（
世
帯

主
を
除
く
）
1
人
当
た
り
十
七
万
円
を

十
七
万
五
千
円
に
改
正
し
、
低
額
所
得

者
に
対
す
る
負
担
軽
減
を
す
る
も
の
で

す。○
狭
間
・
葵
原
綿
道
路
改
良
舗
装
工
事

請
負
契
約
締
結
に
つ
い
て
　
原
案
可
決

契
約
金
額
　
三
千
七
百
万
円

契
約
相
手
方
　
福
岡
県
遠
賀
郡
遠
賀
町

大
字
別
府
四
一
〇
五
番
地
　
石
田
建

設
興
業
株
式
会
社

消
防
協
力
金
の
お
礼

住
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

か
ね
て
よ
り
多
大
な
ご
協
力
を
賜
わ

り
ま
し
て
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
粥
年
度
に
つ
き
ま
し
て
は
1
8
区
の

ご
協
力
を
得
、
総
額
七
十
九
万
六
千
三

百
円
と
な
り
、
消
防
団
員
粥
名
の
訓
練

及
び
そ
の
他
の
慰
労
に
使
用
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
昼
破
問
わ
ず
、
災
害

“
訓
練
・
醤
戒
等
で
仕
車
と
の
而
立
に

苦
労
し
な
が
ら
も
、
消
防
樽
柿
と
ご
家

族
の
ご
理
解
等
で
、
一
生
け
ん
め
い
消

防
活
動
に
は
げ
ん
で
い
ろ
消
防
団
貝
に

対
し
て
、
住
民
の
皆
さ
ま
の
、
あ
た
た

か
い
心
ざ
し
だ
と
感
謝
の
念
に
た
え
ま

せ
ん
。
こ
れ
か
ら
も
消
防
に
対
す
る
ご

理
解
を
賜
わ
り
、
9
8
名
の
消
防
団
貝

に
、
激
励
下
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

避
賀
町
消
防
団
長
　
石
松
俊
遷

都
卓
球
大
会
で
優
勝

4
月
5
日
（
日
）
に
水
巻
町
体
育
セ

ン
タ
ー
で
第
3
回
遠
賀
郡
卓
球
大
会

が
行
な
わ
れ
、
本
町
卓
球
協
会
選
手
も

次
の
と
お
り
優
秀
な
成
穀
を
収
め
ま
し

た。男
子
シ
ン
グ
ル
ス
優
勝

安
高
正
明
（
尾
噂
）

▽
男
子
ダ
ブ
ル
ス
優
勝

要
諦
正
明
（
尾
崎
）

山
中
正
副
（
速
賀
川
）

▽
中
学
生
男
子
シ
ン
グ
ル
ス

小
田
大
悟
（
虫
生
津
）

加
藤
三
也
（
今
古
賀
）

▽
中
学
生
女
子
シ
ン
グ
ル
ス

篠
崎
邦
子
（
広
漠
）

瓜
生
真
由
美
（
選
録
川
）
準
優
勝

遠
賀
町
消
防
団
員
退
団
者
及
び

新
入
団
員
の
紹
介

退
団
者
（
粥
年
3
月
3
1
日
退
団
）

第
一
分
団

班
長
　
苗
場
文
麿

団
員
　
柴
田
勝
美

〃
　
吉
田
正
伸

〃
　
国
広
　
糾

第
二
分
団

団
員
　
太
田
実
利

〃
　
池
田
元
脂

〃
　
二
村
義
信

第
三
分
団

班
長
　
山
形
　
強

団
員
　
安
藤
辰
雄

班
長
　
仰
山
敬
治

団
員
　
吉
野
唯
男

〃
　
阿
南
文
久

〃
∴
涯
辺
盛
信

〃
　
吉
田
安
弘

在
職
－
年
（
広
　
渡
）

〃
　
6
年
（
今
菖

〃　19年（別　府）

〃　12年（遠賀川）

在
職
2
年
（
鬼
　
灘
）

〃
　
6
年
（
砦
∴
松
）

〃　15年（鬼　津）

在
職
1
4
年
（
上
別
府
）

〃　10年（上別府）

〃　18年（虫生球）

〃
　
6
年
（
虫
豊
津
）

〃　5年（浅　木）

〃　9年（東　町）

〃　9年（東　町）

団
員
　
井
之
脇
隆

〃
∴
御
報
芳
男

〃
　
苗
木
籍
利

8
年
（
東
　
町
）

3
年
（
東
　
町
）

3
年
（
東
　
町
）

入
園
者
（
昭
和
朗
年
4
月
1
日
入
団
）

第
一
分
団

柴
田
博
彰

矢
野
栄
治

川
原
正
義

太
田
　
正

折
尾
常
曹

柴
田
清
次

第
二
分
団

聾
沢
淳
一

入
江
克
美

江
藤
悦
雄

第
三
分
団

白
石
　
勇

（
松
ノ
本
）
　
自
営
業

（
広
　
漠
）
　
農
協
職
員

（
広
∴
涯
）
　
役
場
職
員

（
木
　
守
）
　
自
営
業

（
木
　
守
）
　
自
営
業

（
木
　
守
）
　
会
社
員

（
鬼
　
津
）
　
公
務
員

（
鬼
　
津
）
　
会
社
貝

（
島
　
津
）
　
農
協
職
員

（
上
別
府
）
　
会
社
員

用
上
　
質
（
上
別
府
）
　
公
務
員

小
松
秀
綴
（
虫
生
津
）
　
会
社
員

力
丸
隆
夫
（
虫
生
津
）
　
会
社
員

小
西
久
秋
（
浅
　
木
）
　
農
協
職
員

小
林
貫
治
（
東
　
町
）
　
会
社
員

山
本
良
雄
（
東
　
町
）
　
会
社
員

橋
詰
純
一
（
東
　
町
）
　
会
社
員

安
永
七
生
（
東
　
町
）
　
会
社
貝

赤
星
周
一
（
東
　
町
）
　
会
社
貝

昭
和
5
6
年
3
月
3
1
日
付
に
て
退
団
さ

れ
ま
し
た
1
7
名
の
皆
さ
ん
、
ご
苦
労
さ

ま
で
し
た
。
白
か
ら
の
犠
鎧
を
も
っ
て

消
防
活
動
に
静
励
さ
れ
た
部
に
対
し
、

又
ご
家
族
の
ご
理
解
と
ご
協
力
に
対
し

心
よ
り
感
謝
致
し
ま
す
。
な
お
昭
和
弱

年
4
月
1
日
よ
り
入
国
さ
れ
ま
し
た
1
9

名
の
皆
さ
ん
、
一
日
も
早
く
消
防
描

神
を
身
に
付
け
ら
れ
、
頑
張
っ
て
下
さ

い。

ま
た
と
家
族
の
ご
協
力
も
合
せ
て
お

頭
い
致
し
ま
す
。
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昭和56年（1981年）

国際障害者年

繊
〈テーマ〉完全参加と平等

上記の「国際障害者年を迎えて」の御意見をお待ちしています。
町内浅木　松尾隆助さん　電話（3）3035にお頓いします。

現
況
届
は
お
す
み
で
す
か

国
民
年
金
の
暗
合
、
母
子
　
へ
準
母

子
）
、
遺
児
、
寡
婦
年
金
を
受
給
の
皆

さ
ん
へ

国
民
年
金
の
現
況
屈
は
、
年
金
を
受

け
て
い
る
人
に
、
引
続
き
年
金
を
支
払

う
た
め
に
必
要
な
届
で
す
。

こ
の
届
を
出
す
期
限
は
、
町
役
場
に

5
月
3
1
日
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。

現
況
屈
の
提
出
を
忘
れ
ま
す
と
、
9

月
期
分
か
ら
の
支
払
い
が
ス
ト
ッ
プ
さ

れ
ま
す
の
で
期
限
に
お
く
れ
な
い
よ
う

に
届
を
出
し
て
く
だ
さ
い
。

次
の
人
は
、
現
況
届
の
提
出
は
不
要

です。昭
和
弱
年
6
月
1
日
以
降
、
新
た
に

年
金
の
支
給
が
決
定
さ
れ
た
人
と
年
金

の
支
給
が
、
全
額
停
止
さ
れ
て
い
る
人

は
、
今
年
は
届
出
を
す
る
必
要
は
あ
り

ま
せ
ん
。

障
害
年
金
を
う
け
て
い
る
人
で
、
今

年
が
診
断
謡
の
提
出
時
期
と
な
っ
て
い

ろ
人
は
、
現
況
届
に
あ
わ
せ
て
診
断
蕊

を
斑
出
し
て
く
だ
さ
い
。

国
民
年
金
の
龍
宮
年
金
は
こ
ん
な
と

き
に今

年
は
、
国
際
樽
害
者
年
で
す
。
障

害
を
も
つ
方
々
の
経
済
的
自
立
を
支
え

る
柱
に
年
金
制
度
が
、
あ
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
こ
こ
で
は
国
民
年
金
の
障

害
年
金
の
あ
ら
ま
し
に
つ
い
て
と
り
あ

げ
て
み
ま
し
た
。

障
害
年
金
を
う
け
ち
れ
る
人

一
、
拠
出
制
障
害
年
金

原
則
と
し
て
国
民
年
金
に
加
入
期
間

中
の
病
気
や
け
が
で
、
陪
害
者
に
な
っ

た
場
合
、
そ
の
初
診
日
ま
で
に
一
年
以

上
怠
り
な
く
保
険
料
を
納
め
て
い
る
か

（
他
の
年
金
の
加
入
期
間
と
通
算
で
き

る
）
三
年
以
上
保
険
料
の
免
除
を
う
け

て
お
れ
ば
、
障
害
年
金
を
う
げ
ろ
こ
と

が
で
き
ま
す
。

二
、
障
害
福
祉
年
金

幻
蔵
前
、
ま
た
は
、
拠
出
制
国
民
年

金
が
発
足
し
た
脂
和
3
6
年
4
月
1
日
前

の
病
気
や
け
が
で
障
害
者
に
な
っ
た
と

き
、
及
び
拠
出
制
国
民
年
金
に
加
入

し
、
滞
納
は
な
い
が
期
間
が
矯
い
た
め

に
、
拠
出
制
の
障
害
年
金
が
受
け
ら
れ

な
い
人
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

年
金
を
受
け
ら
れ
る
陣
薯
の
程
嬢
は

一
級
陣
営
と
二
級
障
薯
の
二
つ
に
わ
け

ら
れ
ま
す
。

一
級
陪
審
－
他
人
の
助
け
を
か
り
な

け
れ
ば
、
ほ
と
ん
ど
自
分
の
身
の
ま
わ

り
の
こ
と
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
状

態。
二
級
陣
薯
～
他
人
の
助
け
を
か
り
る

必
要
は
な
い
が
、
日
常
生
活
が
非
常
に

困
難
な
状
腰
。

識
求
の
手
続
き
な
ど
、
こ
う
し
た

障
薯
年
金
に
つ
い
て
の
く
わ
し
い
こ
と

は
、
県
内
各
地
で
行
わ
れ
ろ
身
体
障
害

者
巡
回
相
談
や
役
場
の
国
保
年
金
係
に

お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

昨
年
、
中
間
市
・
遠
賀
郡
手
を
つ
な

ぐ
親
の
会
協
議
会
が
障
害
児
（
者
）
を

対
象
に
行
っ
た
実
態
調
査
の
結
果
を
掲

載
し
ま
す
。
以
下
会
長
の
松
尾
隆
助
氏

か
ら
の
報
告
で
す
。

4
月
号
で
は
、
親
の
会
結
成
の
概
要

を
堪
き
ま
し
た
が
、
今
月
号
で
は
、
先

に
行
政
・
県
議
・
大
学
教
授
の
指
導
の

も
と
、
各
地
区
役
員
が
長
期
に
わ
た
り

障
害
児
の
家
塵
を
訪
問
し
て
行
っ
た
実

態
調
査
の
結
果
を
報
告
し
た
い
と
思
い

ます。ま
ず
こ
の
子
等
の
坐
活
実
態
を
知
り

家
族
の
切
実
な
る
願
い
を
聞
く
と
、
つ

、
く
ユ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
相
互
間
解

の
必
要
性
を
稲
感
し
ま
し
た
。

階
嘗
児
の
中
に
は
、
交
通
事
故
に
よ

る
後
遺
症
　
（
ひ
き
逃
げ
で
加
害
者
不

明
）
と
戦
っ
て
い
ろ
子
供
も
い
ま
す
。

昨
日
ま
で
元
気
で
あ
っ
た
我
が
子
が
今

日
は
障
害
者
と
な
り
、
親
の
心
魂
は
・

…
・
。
ま
た
、
親
の
障
害
に
よ
り
取
り

残
さ
れ
た
子
供
は
・
・
・
▲
二
・
・
。

社
会
の
変
革
と
共
に
、
そ
の
遜
例
も

多
く
、
障
害
者
対
策
は
他
人
啓
と
蓄
え

な
く
な
っ
て
い
る
の
が
現
状
の
よ
う
で

す。
実
態
田
壷
の
結
果

中
間
市
・
遠
賀
郡
の
地
域
の
陣
薯
産

別
に
よ
る
人
員
（
　
）
内
は
遠
賀
町

幼
　
児
　
　
3
6
名
　
（
3
名
）

就
学
児
　
　
州
名
　
（
2
名
）

成
　
人
　
　
鵬
名
　
（
1
8
名
）

調
査
内
容
は
、
男
女
別
、
年
齢
層
親

睦
薯
種
別
、
自
力
能
力
、
施
設
利
用
、

家
族
の
現
況
、
各
町
別
分
類
等
で
、
調

査
の
結
果
、
次
の
こ
と
が
多
く
だ
さ
れ

ま
し
た
。

一
、
保
育
所
（
幼
稚
園
）
を
断
わ
ら
れ

て
、
ど
こ
に
も
行
け
な
い
、
集
団
保

育
に
入
れ
て
も
ら
い
た
い
。

二
、
も
っ
と
蓉
易
に
通
学
で
き
る
施
設

が
ほ
し
い
。

∵
懇
談
学
校
の
寄
宿
舎
に
入
れ
て
ほ

しい。

四
、
施
設
で
生
活
し
な
が
ら
身
辺
自

立
、
生
活
訓
練
を
し
て
ほ
し
い
。

五
、
家
庭
か
ら
通
っ
て
仕
部
を
お
ぼ
え

社
会
復
帰
で
き
る
よ
う
に
し
て
ほ
し

い。
六
、
一
生
面
倒
を
み
て
も
ら
え
る
施
設

が
ほ
し
い
。

七
、
家
庭
訪
問
を
し
て
介
護
や
訓
練
を

し
て
く
れ
る
人
が
ほ
し
い
。

こ
の
調
査
の
結
果
に
も
集
約
さ
れ
て

い
る
如
く
、
親
の
会
で
は
、
4
9
年
以

来
、
行
政
、
地
元
韻
貝
の
協
力
を
受

け
、
厚
生
省
や
県
に
施
設
誘
致
の
陳

楠
、
請
願
を
続
け
て
い
ま
す
。

◎
こ
の
子
籍
の
結
集
よ
り

お
姉
ち
ゃ
ん

僕
の
お
姉
ち
ゃ
ん
は

や
さ
し
く
、
キ
レ
イ

僕
の
た
め
に

看
護
姐
さ
ん
に
な
っ
て
く
れ
る

そ
ん
な
お
離
ち
ゃ
ん
が

僕
は
大
好
き
だ

侯
の
願
い

勉
強
し
た
い

学
校
に
行
き
た
い

絵
を
塞
き
た
い

お
袋
を
見
た
い

お
父
さ
ん
、
お
母
さ
ん
に

来
て
も
ら
い
た
い

姓
を
檀
し
て
帰
り
た
い
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花　園　遠　望

5月1日から印紙税の税額が引上げられました。
現行100円→改正　200円　　　税額が2倍になりました。

楠
田
　
薬
雅
一

第
三
回
町
民
ハ
イ
キ
ン
グ
の
お
誘
い

古
墳
の
丘

木
守
稀
を
西
に
渡
り
、
千
関
川
の
左

岸
を
の
ほ
ろ
。
初
審
の
日
射
の
や
わ
ら

か
な
ひ
か
り
が
、
枯
れ
葉
や
河
原
の
暖

の
茎
を
染
め
る
。

雑
草
の
枯
れ
た
下
か
ら
、
さ
み
ど
り

の
ク
ロ
ー
バ
ー
が
く
す
ぐ
っ
た

く
顔
を
も
た
げ
て
番
を
呼
ぶ
。

花
園
山
の
竹
林
の
風
に
そ
よ

ぐ
景
色
は
、
ど
こ
か
他
国
め
く

気
が
す
る
。
こ
の
あ
た
り
は
幾

つ
か
の
古
墳
が
あ
っ
て
、
背
の

少
し
の
ぼ
り
て
西
の
か
た
に
ゆ
く
み

な
ま
た
は
、
か
の
西
河
の
は
じ
め
に
し

て
、
こ
こ
を
花
園
の
里
と
い
ふ
。
人
み

な
蓉
な
ら
ま
し
か
ば
と
い
び
あ
へ
り
。

審
な
ら
は
さ
し
ゆ
く
ふ
ね
も
に
は
は

また、秘
に
み
し
色
を
や
そ
へ
て
花
そ
の
の

花
に
も
ま
さ
る
秋
の
も
み
ぢ
糞

下
河
辺
屠
薬

此
用
ら
か
く
、
は
ぎ
の
花
の
さ
け
ろ

も
ま
た
さ
か
り
な
り
。

梅
さ
く
ら
柳
は
さ
こ
そ
秋
に
い
ま
さ

く
や
中
萩
の
花
園
の
さ
と

住
居
跡
で
あ
る
。
そ
の
麓
に
は

新
ら
し
い
家
々
が
建
て
ら
れ

て
、
昔
の
様
子
は
な
い
が
、
人

々
の
生
き
る
姿
が
強
く
感
じ
ら

れ
て
、
先
祖
の
墳
墓
を
守
っ
て

い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

季
節
は
ら
が
う
が
、
こ
こ
で

ま
た
「
高
瀬
日
記
」
の
こ
と
が

頭
に
う
か
ぶ
。

－
　
こ
の
ほ
ど
河
水
あ
せ
ぬ
れ

ば
、
高
瀬
の
ゆ
き
か
ひ
も
こ
と

土
鍋
　
俊
良

「
粛
瀬
日
記
」
の
歌
を
味
わ

っ
て
ゆ
く
と
、
花
園
は
今
の
よ

う
に
家
が
多
く
も
な
く
、
川
に

沿
っ
て
繊
々
が
茂
っ
て
い
た
の

だ
ろ
う
。

大
き
な
紅
葉
の
樹
が
あ
り
、

そ
の
紅
薬
の
落
葉
が
川
面
に
散

り
か
か
っ
た
り
、
川
の
岸
に
は

萩
が
群
生
し
て
、
花
時
に
は
一

面
に
ピ
ン
ク
の
色
に
浸
っ
た
こ

と
で
あ
ろ
う
。

今
で
も
あ
ち
ら
こ
ち
ら
に
山

桜
が
咲
き
、
緑
の
中
に
美
し
く

映
え
て
、
春
に
さ
き
が
け
て
い

る
o

さ
ら
に
か
た
し
。
さ
れ
ば
と
て
ば
か
り

待
て
は
、
舟
の
な
つ
む
を
見
る
に
だ
へ

か
ね
て
、
自
業
と
も
の
か
た
に
立
出

て
、
み
さ
を
と
り
ま
か
な
ふ
。

い
つ
の
間
に
君
な
ら
ひ
け
む
海
人
だ

に
も
き
し
が
て
に
す
る
川
の
み
さ
を

を
　
　
　
　
　
　
　
黒
木
　
吉
原

ま
し
こ
の
花
園
の
里
の
中
川

中
西
　
栄
子

ま
た
、
此
河
に
木
々
の
も
み
ち
と
も

ち
り
く
る
さ
ま
、
た
だ
な
ら
ず
覚
ゆ
。

秋
な
か
ら
里
の
相
の
紅
楽
に
お
も
ひ

や
ら
る
る
春
の
花
園

古
墳
の
丘
に
は
樺
の
木
も
、
梅
の
木

も
多
く
見
ら
れ
ろ
こ
と
を
考
え
る
と
、

こ
こ
を
花
園
と
名
づ
け
た
昔
の
人
の
こ

と
が
思
わ
れ
、
古
い
庚
申
塔
も
心
な
し

か
輝
か
し
く
見
え
る
。

（
片
山
花
御
史
）

圏

数
少
な
い
ロ
ー
カ
ル
線
の
旅
、
新
緑

を
求
め
て
六
ケ
岳
め
ざ
し
輝
の
一
日
を

家
族
揃
っ
て
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。

▽
主
∴
他
∴
遼
福
山
友
会

遠
賀
町
教
育
委
員
会

▽
日
　
時
∴
胴
和
5
6
年
5
月
1
7
回

▽
目
的
地
　
六
ケ
岳
（
那
m
）

▽
集
合
場
所
　
遠
賀
町
役
場
前
広
場

▽
受
　
付
　
8
時
1
5
分
ま
で
に
集
合

▽
瓶
　
用
　
大
人
細
円
、
子
供
脚
円

（
室
本
線
汽
車
代
）

▽
行
　
恐
∴
遠
賀
川
駅
－
垂
木
－
六
ケ

岳
山
頂
－
長
谷
寺
－
遠
賀

川
駅
解
散
1
6
時
0
0
分
予
定

▽
そ
の
他
　
小
雨
決
行
で
、
弁
当
・
水

筒
・
雨
具
各
持
参
の
こ
と

早
め
に
水
害
対
策
に
着
手
し
ま
し
ょ
う

水
は
け
は
十
分
で
す
か

6
月
初
旬
か
ら
7
月
中
旬
ま
で
は
、

ジ
メ
ジ
メ
と
降
雨
が
続
き
予
想
も
し
な

か
っ
た
壁
や
石
垣
が
も
ろ
く
も
崩
れ
落

ち
、
住
宅
や
塵
、
道
路
な
ど
に
大
変
な

被
害
を
も
た
ら
し
ま
す
。
塵
の
排
水
も

一
と
工
夫
し
な
が
ら
排
水
溝
や
側
溝

も
水
の
流
れ
を
よ
く
し
て
お
さ
ま
し
ょ

ーつ。

崖
や
石
垣
の
異
状
も
早
く
発
見
し
て

修
理
す
る
な
ど
、
十
分
な
手
当
を
し
て

お
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

家
の
屋
根
は
ど
う
で
す
か

屋
横
瓦
の
ず
れ
は
雨
漏
り
と
な
っ
て

大
変
困
り
ま
す
し
、
雨
樋
の
諾
っ
た
の

は
ガ
ラ
ス
戸
や
外
壁
に
支
障
が
多
く
、

不
愉
快
さ
と
共
に
住
宅
の
い
た
み
を
早

め
る
も
と
に
な
り
ま
す
。
自
分
の
住
ん

で
い
る
大
切
な
財
産
な
の
で
す
か
ら
一

周
の
注
憲
が
必
要
な
と
き
で
す
。

1

－

－

－

1

重

〇

〇

・

I

I

I

i

I

I

遠
賀
郡
消
防
署

◎
管
内
火
災
救
急
発
生
状
況

l
月
か
ら
3
月
ま
で

擁
崖
悟
性
甘
一
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庄波1226番地

岡崎　一志くん

（昔さんの瑚）
昭和55年6月16日生

とフか弱く塗り薬とは

縁が切れない毎日でした
が、やっと良くなり人の

顔を爪でひっかいたり、

今度は何の悪そうをしよ
うかとキヨロ、キョロし

虫生津389番地の121

井之脇亮介くん

（毘さんの瑚）
昭和55年6月27日生

予定日より1カ月も早

く生まれて体重が2450g

と本当に小さくて心配し
たけれど、今ではわんぱ

くそのもの。寛大で思い
やりのめる心をもつ男の

木守77A3－2

小林なぎさちゃん

（義子さんの長女）
昭和55年11月30日生

毎日、優兄ちゃんにお
もちゃにされてなぎさは

強くなりました。ママが

願っていろような可憐は
乙女にはなれそうにあり

ません。御詣理にこたえ
られなくでゴメンネ．／　　子に……と願っています　ている毎日です。

整軍　　報数名　さ一
し英掲紙の20れ年
あ　と　誠に場日　た宋
げ、し抱合のは溜
ま　田上だ臓は潤がの
す刷赤し油田　き赤○使ち　ま選でよ　ち

用　やすの締　り∴や
し　ん　○上切毎ん
たに　　）　り　回で
顔は　　翌′、2　す
凸’　月応名　○
版諒　　の発　く　応
を念　　広多　4製

昭和56年度第1回危険物販扱者試験が6月14日北九州大で行われます。
願害は5月18昌一19日　北九州消防局にて受付

値
耶
鰹
腰
間
鞋
の
ぺ
正
∴
ン

⑤
⑤
⑤
⑤

日
　
本
　
脳
　
炎

日
本
脳
炎
は
ウ
ィ
ル
ス
が
原
因
で
、

7
月
か
ら
9
月
が
流
行
期
で
、
暑
さ

で
か
ら
だ
が
蛮
弱
し
た
よ
う
な
人
（
特

に
、
お
と
し
よ
り
や
子
ど
も
）
が
発
病

す
る
よ
う
で
す
。

次
の
こ
と
を
守
り
、
日
本
脳
炎
に
か

か
ら
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

e
蚊
に
さ
さ
れ
な
い
よ
う
に
家
の
周
囲

の
環
境
を
よ
く
す
る
。

。
予
防
接
穂
を
早
め
に
受
け
ろ
。

・
睡
眠
を
充
分
に
と
る
。

。
栄
糞
の
あ
る
食
誌
を
と
る
。

。
過
労
を
さ
げ
ろ
。

▽
期
　
間
　
5
月
2
0
日
～
6
月
2
0
日

▽
場
　
所
　
町
内
の
各
医
院

（
青
柳
医
院
、
占
郵
医
院

橋
本
医
院
、
花
野
医
院
、

村
田
医
院
）

∇
時
　
間
　
各
医
院
の
診
療
時
間
内

▽
対
象
者
　
3
戴
以
上
の
人

∇
料
　
金
　
1
回
に
つ
き
六
百
七
十
円

▽
接
種
方
法

昨
年
受
け
た
人
は
l
回
、

受
け
て
な
い
人
は
2
回

（
l
～
2
週
間
の
間
隔
を

お
く
こ
と
）

▽
持
参
品
　
印
鑑
、
料
金

▽
注
　
意
　
接
穂
日
の
朝
の
体
温
を
計

っ
て
お
く
こ
と
。

▽
そ
の
他
　
中
学
生
以
下
、
生
保
及
び

町
県
民
税
が
均
等
割
額
以

下
の
世
帯
の
人
で
接
頭
希

望
者
は
、
役
場
に
印
鑑
を

持
参
し
無
料
用
の
問
診
票

を
受
領
の
う
え
、
接
種
を

受
け
て
下
さ
い
。

三
　
種
　
混
　
合

（
ジ
フ
テ
リ
ア
・
百
目
せ
き
・
破
傷

風）
▽
接
種
日
及
び
問
診
票
配
付
日

毒
へ
ぴ
（
ま
む
し
）
の

血
　
　
清

誌
へ
び
の
疎
放
防
止

の
た
め
、
ま
む
し
用
の

血
清
を
次
の
病
院
に
保

管
し
て
い
ま
す
。

も
し
、
か
ま
れ
た
時
は
御
利
用
し
て

下
さ
い
。

◎
血
清
の
保
管
し
て
あ
る
病
院

県
立
遠
賀
病
院
、
芦
屋
中
火
病
院
、

中
岡
市
立
病
院

◎
か
ま
れ
た
時
の
処
詣

▽
傷
口
よ
り
心
臓
に
近
い
関
節
付
近
で

血
の
流
れ
を
止
め
る
（
ひ
も
等
で
き

つ
く
し
は
ろ
）

▽
傷
口
よ
り
血
と
い
っ
し
ょ
に
誌
を
し

ぼ
り
出
す
。

▽
救
急
車
の
手
配
を
し
、
血
清
を
お
い

て
あ
る
病
院
で
手
当
を
受
け
る
。

野

犬

の

薬

殺

を

行

い

ま

す

「
元
気
な
赤
ち
ゃ
ん
」
参
加
者
募
集

接
暫
一
問
診
蕎
付
目

国
5
月
2
9
日
～
6
月
4
日

6
月
1
9
日
－
6
月
菊
田

▽
そ
の
他
　
場
所
、
対
象
者
等
の
詳
細

に
つ
い
て
は
4
月
2
5
日
号

ご
覧
下
さ
い
。

5
月
分
（
m
日
号
・
2
5
日
号
）
の

応
募
者
は
7
名
で
し
た
。
今
回
3
名

2
5
日
号
で
4
名
掲
載
し
ま
す
。

6
月
分
の
抱
絨
応
募
者
は
、
今
月

2
0
日
ま
で
に
、
官
製
は
が
き
に
住
所

・
父
母
の
氏
名
・
赤
ち
ゃ
ん
の
名
前

と
生
年
月
日
・
能
話
番
号
を
暫
い
て

遠
賀
町
役
場
庶
務
課
「
一
重
気
な
赤
ち

ゃ
ん
」
宛
お
出
し
下
さ
い
。
対
象
は

の
設
寵
場
所
に
は
赤
旗
を
立
て
ま
す
の

で
、
現
在
飼
っ
て
お
ら
れ
る
愛
玩
動
物

は
、
絶
対
に
付
近
に
近
づ
け
な
い
で
下

さ
い
。

▽
実
施
期
間
　
5
月
2
0
日
～
6
月
2
0
日



第266号（7）健㊨西の紺

22 日 金 遠 賀 �21 白 木 虫西 ��20 日 ＄ 上貌 光 ��19 日 8 浅 �18 日 月 末老 ��16 日 士 別 

Iii 新 �生 津 �町 �別 �園 若 �木 ���府 千 

東 ���東 和 苑 �守 13 �良 

町 ��町 �府 13 30 �薬 ����代 丸 

139 �13 �9 30 ��Iコ 9 �139 ��9 30 �10 30 

030 �30 ���30 �3030 �30 

（！ �（ �（ 11 �（ 15 �i ll �（（ 1511 �（ 15 �（ 11 �（ 12 

3030 町 公 民 館 別 館 �30 �30 東 町 公 民 館 �30 �血 統 光 囲 �・（ 3030 �30 �30 老 良 ′ヽ �00 

小 松 ��上 別 府 ��浅 木 ／ヽ �i末 恒 ！公 匡 ��遠 賀 中 学 校 

商 店 横 ��公 民 館 ��：ム、 民 館 ��公 民 館 

明るい家庭は健康から

「自分の健康は自分で守る」こ

れは健康を維持する上において忘

れてはならないことです。

病気にかかって治接を受けろ

前に病気に対する予防をしましょ

う。

住宅金融公庫昭和56年度第1回自申込受付中
詳細は住宅金融公庫福岡支所　電話092（712）5555にどうぞ

妊
　
婦
　
相
　
談

乳
　
児
　
相
　
談

㊥
期
　
日
　
5
月
1
9
日
（
火
）

▽
時
　
間
　
1
3
時
0
0
分
～
1
5
時

▽
場
　
所
　
中
央
公
民
館
料
理
室

▽
対
象
者
　
妊
産
婦

▽
内
　
容
　
貧
血
予
防
料
理
実
習

遠
賀
保
健
所
行
事
予
定
表

結

核

レ

　

ン

ト

ゲ

ン

検

診

5
月
独
白
ま
で
地
域
こ
と
に
レ
ン
ト
　
　
な
お
、
男
性
に
か
き
り
、
血
圧
、
検

ケ
ン
検
診
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
該
当
　
尿
検
査
を
あ
わ
せ
て
実
施
し
ま
す
。

者
は
、
区
長
さ
ん
よ
り
配
付
し
て
も
ら
　
　
ま
た
割
り
当
て
日
以
外
で
も
受
診
票

っ
た
受
診
票
を
持
参
し
て
下
さ
い
。
　
　
が
あ
れ
ば
受
け
ら
れ
ま
す
。

▽
期
　
日

▽
時
　
間

▽
場
　
所

∇
対
象
者

▽
詩
参
品

▽
内
　
容

▽
料
　
金

5
月
1
8
日
（
月
）

9
時
0
0
分
～
同
時
約
分
ま

で
に
お
い
で
下
さ
い
。

役
場
保
健
室

生
後
0
～
6
カ
月
児

母
子
手
帳

体
重
、
身
長
等
測
定
、

離
乳
食
等
の
相
談

無
料

役
場
で
は
乳
児
相
談
や
老
人
検
診
な

ど
の
い
ろ
い
ろ
な
相
談
や
検
診
を
行
な

っ
て
い
ま
す
が
、
保
健
所
で
も
住
民
の

み
な
き
ん
の
要
望
に
芯
え
ら
れ
る
検
診

を
実
施
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
利
用
下

さい。な
お
料
金
は
、
各
検
査
ご
と
に
適
い

ま
す
の
で
、
晴
接
保
健
所
に
お
た
ず
ね

下
さ
い
。

▽
所
在
地
　
水
巻
町
明
末
（
．
ハ
ス
利
用

の
場
合
は
、
北
九
州
辞

方
面
行
伊
豆
神
社
下
車
3

分
）
龍
泊
0
9
3
（
2
0

1

）

4

1

6

1



第265号　　　　　　　　　　　　　　　塵⑬鍔勉彿（8）

5月下期の遠賀町主要行事

自国　行革　内容 ���時　間i難会場 ��担当課名【目的及び主な対象等∴「閲i考 

雛i結核レントゲン検診 ���匡区巡回 ��住民課i　　　犀ジ 
17 �中堅嘉一ル大会 ��8：15－17：00圃暦 ��社会教育課I擬態婁学卒業以上匿 

浩 ��マ　マ　さ　ん卓球教室 �19‥30－中質醗 ��社会教育課 �町髄の家臥l 
17 24 31 �臼 �軟　式　テ　ニ　ス　教　室 �13：00－15十広場 ��社会早町雌の高三 �� 

18 �月 �i i献　　　　血 � �新西工業 【マークス工業 �I福祉言「類語索参加を塙を 1 惇し児相談 i ��9：30－10：3南保醸 ��住民課匡後0－6カ月児 ��詳細は 7ペ・一ジ 

19 �中‾言相　談 ��9：30－T央公民館 ��住　民　課 �：∴：∴∴∴∴－∵ 

21 �木 �詩　　　　大　　　　学 �10：00－15車央公輔 ��社会縮課中学生　i 

24旧悪雪景－ル大会 ���8‥15－17：00i瓢騰育 ��社会教離幅鰯舅学卒業以上 ��下段を 参照 

十月上前ごと相談 ��� �i公民醐館 �福祉課i �� 

26 �：∴∴∴∴ ��9：30－ �役場保健室 �住民深厚 ��詳細は 7ページ 

記章の見落しがないよう、すみすみまで良く読みましょう

献
血
者
全
員
に
検
査
サ
ー
ビ
ス
を
実
施
し
ま
す

県
赤
十
字
血
液
セ
ン
タ
ー
は
4
月
よ

り
献
血
者
全
員
に
対
し
検
査
サ
ー
ビ
ス

の
実
施
を
始
め
ま
し
た
。
従
来
は
異
椿

が
あ
っ
た
人
に
だ
け
通
知
し
て
い
ま
し

た
が
、
献
血
者
全
貝
に
検
査
結
果
を
知

ら
せ
、
日
常
の
健
康
管
理
の
バ
ロ
メ
ー

タ
ー
に
し
て
も
ら
お
う
と
い
う
試
み
で

す
。
検
査
項
目
は
、
心
臓
や
肝
臓
疾
患

の
有
無
を
調
べ
ろ
ト
ラ
ン
ス
ア
ミ
ナ
ー

ゼ
検
査
や
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
検
査
な
ど

六
項
目
、
健
全
度
を
示
す
基
準
値
の
横

に
本
人
の
検
査
値
を
萄
き
こ
み
基
準
値

よ
り
増
減
が
あ
れ
ば
△
印
を
つ
け
、
一

日
で
わ
か
る
仕
組
み
に
な
っ
て
お
り
、

検
査
か
ら
十
日
以
内
に
郵
送
で
通
知
さ

れ
ま
す
。
は
っ
き
り
異
常
値
を
示
し
た

段
階
で
知
る
の
で
は
な
く
、
自
分
の
数

値
を
そ
の
つ
ど
知
り
健
康
簡
理
に
役
立

て
て
下
さ
い
。

公
民
館
対
抗
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
の
開
催

教
育
委
員
会
主
催
、
町
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
連
盟
主
管
で
公
民
館
対
抗
南
軍
男

女
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
を
次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

町
民
の
皆
さ
ん
の
多
数
参
加
、
声
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

青
年
女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
　
　
　
　
　
　
青
年
男
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

▽
日
　
時
　
昭
和
粥
年
5
月
1
7
日

受
付
　
8
時
1
5
分
－
8
時

4
5
分
　
試
合
　
9
時
開
始

▽
会
　
場
∴
島
田
小
学
校
・
浅
木
小
学

校
各
体
育
館

▽
選
手
資
格
　
町
内
在
住
の
中
学
卒
業

以
上
～
0
0
才
未
満
の
女
子

▽
H
∴
時
∴
同
和
輔
車
5
月
2
4
日

受
付
　
8
時
1
5
分
～
8
時

4
5
分
　
試
合
　
9
時
開
始

▽
会
　
場
　
島
門
小
学
校
・
浅
木
小
学

校
各
体
育
館

▽
選
手
資
格
　
町
内
神
位
の
中
学
卒
業

以
上
～
3
0
才
未
満
の
男
子

詳
細
に
つ
い
て
は
、
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
に
お
聞
合
せ
下
さ
い
。

非

行

に

つ

い

て

の

ご

相

談

を

教
育
庁
遠
賀
出
頚
所
（
八
幡
西
区
別

松
3
の
7
の
1
　
八
幡
総
合
庁
舎
内
）

に
、
児
童
・
鍍
従
相
談
員
が
配
寵
さ
れ

ま
し
た
。
こ
の
相
談
員
は
、
楼
内
暴
力

を
は
じ
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
非
行
問
題
に

つ
い
て
、
父
母
か
ら
の
相
談
に
応
じ
る

も
の
で
す
。
庵
話
・
面
接
ど
ち
ら
で
も

繕
梢
で
す
。

偶

語

0

9

3

（

6

9

1

）

2

6

3

1

・
2
6
3
’
】


